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 近年，X 線が物体を通過した際の吸収ではなく，位相のシフト量を利用してコントラストを得 

る X 線位相イメージングが注目を浴びている。X線位相イメージングは従来の吸収イメージング 

に比べ高感度であり，生体軟組織やソフトマターなど軽元素からなる物質に対しても十分なコン 

トラスト得ることができる[1]。X線位相イメージング 

手法の中でも回折格子を用いたX線Talbot干渉計は実 

用性の観点から医療診断や非破壊検査への応用が期 

待され，盛んに研究が行われている。X 線 Talbot干渉 

計において，X線吸収係数の大きい重元素からなる周 

期数m程度，高さ数 10 m以上の高アスペクト比の 

回折格子が必要であり，インプリント技術[2]や金めっ 

き[3]等により作製が行われてきた。 

我々は今回，金属ガラス（Gd60Cu25Al13B2）を用い 

た過冷却液体金属のインプリント技術により，ガドリ 

ニウムを主成分とした回折格子を作製し，その回折格 

子が X 線位相イメージングに使用できることを実証 

した。図 1は金属ガラスより作製した回折格子を用いて撮影されたプラスチック（PE）球の微分 

位相像である。これまで蒸着[4]等によりガドリニウム回折格子の作製が行われてきたが，形状の 

制御された格子の作製が課題であった。ガドリニウムは中性子吸収係数が大きく，今回作製した 

回折格子は中性子 Talbot 干渉計による中性子位相イメージングへの応用も期待される。中性子位 

相イメージングは磁区構造のイメージング[5]等に期待される技術である。 
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図 1 金属ガラスより作製した回折格 

子を用いて撮影された直径 2.4 mmの 

プラスチック（PE）球の微分位相像。 
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